
 

 

 

８月３日、茅ヶ崎市役所にて、茅ヶ崎市教育委員会と「2027 年度教育施策・予算要求全体交

渉・各課交渉」を行いました。執行部からは、①人的配置の拡充、②教育予算の増額、③多忙解消・

教育効果の向上について要求しました。茅ヶ崎市の青柳教育長からは、

「将来を担う子どもたちにかかる予算というものはいくらあっても足り

るものではないかなと思っている。子ども教育にかかる施策は、重点的

に推進に努めている。昨年度までに、屋内運動場、それから特別教室へ

のエアコン設置が完了した。また、中学校給食の方も全校実施すること

ができた。子どもたちの笑顔のために、それぞれ立場が違う教育に携わ

る皆さんと、連携することが一番だと思っている。」 

と回答がありました。 

 

8 月４日、藤沢市役所にて、市教育委員会と「2027 年度教育施策・予算要求全体交渉・専門部

要求」を行いました。執行部からは、①教職員の健康確保、快適な職場環境の実現、②教職員の多

忙解消、③インクルーシブ教育に向けた条件整備、④未配置解消に向けた教

職員の確保等強く求めました。これに対し、宮原教育長からは、「教職員不

足や給食の課題、校舎の老朽化など、とりくむべき課題は山積している。特

に教職員不足は喫緊の課題であり、市として人材確保に全力を尽くす。また、

働き方改革やメンタルヘルス対策にも全力でとりくみ、厳しい財政状況では

あるが、教職員が元気で笑顔で働ける勤務条件の実現に向けて最善を尽くし

たい。」との姿勢が示されました。 

より良い教育環境をつくるため、引き続き、分会要求・各課要求などの場で、学校現場の声をあ

げていきましょう。 

 

８月４日、鎌倉市役所にて、市教育委員会と「2027 年度教育施策・予算

要求全体交渉」を行いました。執行部としては市費教職員の配置をはじめとし

たサポート体制に対して一定の効果を認めながらも、教職員の完全配置、具体

的な業務改善、労働安全衛生体制の確立、教育予算増額など現場教職員が実感

できる施策を改めて要求しました。 

教育委員会からは、「教員定数や教員の配置については国や県にはたらきか

けていく、フルクラウド型公務支援システム の導入で、業務改善をすすめていきたい」という回

答がありました。また、高橋教育長から、「交渉の場をより充実させるため、色々な意見のやりと

りができるようにしたい」という言葉を受け、今年度は事前に提出をしていた要求の回答に対す

る更なる質疑についても真摯な各課の課長や教育長からその場で回答をいただく場面もありまし

た。 

10 月の各課交渉でもより良い環境になるようとりくんでいきます。みなさまの現場の声を集

め、届けていきたいと思います。よろしくお願いします。 
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8 月 28 日、寒川町教育委員会と「2027 年度教育施策・予算要求全体

交渉」を行いました。執行部からは、①労働安全衛生体制の確立②人的配

置の拡充③教育予算の増額の３点を要求しました。 

教育委員会からは、「① 働きやすい職場環境を整え、働きがいややりが

いのある職場にするために、集金業務など教職員ではなくても良い業務か

らとりくみ、働き方改革を進めている。教職員の安全健康を守るために、

今後も教職員の長時間勤務軽減や労働安全衛生体制の確立に向けて、職員の皆様のご意見を聞

き、働きやすい職場環境を維持できるよう努めていく。② 昨年度から特例補充教員を小学校に一

名配置し、教務リーダーと教育相談コーディネーターの授業数の削減を行っている。今後、特例

補充教員の効果を検証し、他の小学校にも特例補充教員の配置の実現に向けて努力していく。③ 

昨今の物価高騰への対応として、今年度も各事業の消耗品費等について増額し、予算措置を行っ

ている。これからも事務職員とこまめに連絡をとり合い、必要なものを購入できるような予算に

なるよう、次年度の予算に向けても消耗品費等の増額を要求し、実現に向けて努力していく。」と

回答がありました。 

両性の自立と平等をめざす教育研究会 

8 月 2 日、「両性の自立と平等をめざす教育研究会」が日本教育会館で開催されました。 

 全体会では椙山女学園大学の虎岩朋加氏より、学校の「隠れたカリキュラム」が与える影響

と、自分や他者との関係を見直すジェンダー平等教育の必要性を学びました。午後の分科会で

は、「教員の二つのワーク」「労働教育」「学校の男性性」をテーマに議論が展開され、教員の有

償・無償労働におけるジェンダー課題とその解消に向けたグループ討議が行われました。 

 

 

今年度の教育実践講座（全 3 回）は、皆様から大きな反響をいただき、全講座ともに大変盛況な
開催となりました。 

講座①（7/24）：健康にかかわる危機管理に直面した時 自分と他者そして社会とどう向き合うか
（講師：阿南英明 先生） 

   映画「フロントライン」主人公のモデルである阿南英明先生を講師にお迎えし、「自然災害と
健康危機管理」「新型コロナウイルス対応の教訓」「感染症と人権・倫理の問題」についてご講演

いただきました。 
講座②（8/6）：心をほぐすアイスブレイク＆体育指導 

（講師：大竹寿弘 先生） 
 学級作りに役立つアイスブレイクや、子どもたちの主体性を育む球技指

導法を体験。笑顔と活気にあふれ、明日からの授業や部活動ですぐに使え
るアイデアが満載でした。 

 
講座③（8/19）：夏休みに作っちゃお！消しゴムはんこ作り 

（講師：磯貝美和 先生） 
  大好評につき第 2 弾を開催。参加者同士で和気あいあいとおしゃべり

を楽しみながらオリジナルはんこを作成し、教員同士の親睦・交流を深め
る充実した時間となりました。 

 

熊本地震の募金ありがとうございました。 

教研の際は募金活動にご協力いただきありがとうございました。皆様の温かい気持ちが集まり、

募金総額は 67,343 円となりました。心より感謝申し上げます。引き続き分会でのとりくみをお

願いします。 



平和要請行動
7 月 2３日に、被爆 81 周年原水禁神奈川平和要請行動を鎌倉・茅ヶ崎・藤沢の各地で行いま

した。今年度も核のない平和な世界の実現を訴え、核廃絶・平和行政に係る要請書を各自治体に

渡しました。 

世界で唯一の戦争被爆国である日本が、核兵器の悲惨さを風化させることなく後世に伝え続け

るために、今後も様々な団体と協力していく必要があります。憲

法改悪や非核三原則の見直しに向けた動きが高まる中でも、「核と

人類は共存できない」「核廃絶」を社会に訴えていく必要がありま

す。 

平和な未来の実現に向けて、ともにがんばりましょう。 

 

【執行部のつぶやき】 

頼ることは、迷惑をかけること？ 

「人に頼るのが苦手だ。」昔から、そうだった。何か困ったことがあっても、まずは自分で何と

かしようとする。「これくらい、自分で調べればいいか。」 「こんなことを聞いたら、迷惑かな。」 

そう考えて、できるだけ人に頼らないようにしていた。教員になってから、ベテランの先生にパソ

コンや機械のことを聞かれることが増えた。「これって、どうやるの？」 「この機能って使える？」

そんな質問をされても、正直、自分も分からないことが多い。以前の自分なら、「自分で調べてよ」

と思うこともあった。 

でも、あるときから少し考え方が変わった。「この人も、分からなくて困っているから聞いてい

るんだよな。」そう思うと、自分も分からないことでも、一緒に調べてみようと思えるようになっ

た。そして、執行部に出てからは、今度は自分が「分からない側」になった。執行部の仕事は、分

からないことだらけ。自分で調べて資料を作ってみても、やり方が違っていて、ほとんど修正して

もらったこともある。イベントを企画したときには、人を集めることにも苦労した。自分から声を

かけるのが得意ではないので、「どうやって人を集めよう……」と悩んでいた。そんなとき、顔の

広い先輩が声をかけてくれて、たくさんの人を集めてくれた。「自分にはできないことを、この人

はできるんだな。」そう思った。また、授業の準備で時間がないところに執行部の仕事も重なり、

どうにもならなくなったこともあった。「どうしよう……」と思っていると、書記長が、「出来ない

ときは、言ってよ！そのための専従なんだから。」と言ってくれた。そして、本当に仕事を引き受

けてくれた。 

執行部に出てから、気づけば自分はたくさんの人に頼っている。資料のことを教えてもらったり、

イベントの人集めを手伝ってもらったり、仕事を代わってもらったり。でも、誰かに頼ったことで、

嫌な顔をされたことはほとんどない。むしろ、自分が困っているときに「言ってくれればいいよ」

と言ってもらえることが、すごくありがたかった。そこで、ふと思った。頼ることは、迷惑をかけ

ることじゃないのかもしれない。自分が誰かに頼られたとき、「困っているなら、一緒にやろう」

と思えるように、自分が困っているときも、誰かに頼っていい。全部を自分一人でできる必要はな

い。自分にはできないことを、誰かができることもある。そして、自分ができることで、誰かの力

になれることもある。「ちょっと助けて」と言えること。「いいよ」と言えること。そんな関係があ

るからこそ、一人ではできないことも、みんなでならできるのかもしれない。 

 

 



      若年層組合員交流バスツアー 

 ９月２２日、交流バスツアーがあります。青年部として、沖縄スタディツアーに代わ

る催しを企画しました。正規採用として１～５年目までの教職員を対象に実施いたし

ます。定員は３５名・先着順となっております。奮ってご参加ください。学び・交流・

リフレッシュ、そして新たな仲間との交流を楽しんでもらえたらと思います。 

【湘南教組 当面の予定】 

 

右の二次元コードから LINE友だち登録をお願いします。最新情報の発信や、お悩み相談 

の受付を行っています。全組合員の登録が目標です！ 

日 程 予 定 開始時刻 場 所 対 象 

９月２２日（火・祝） 交流バスツアー  ８：００ 藤沢駅集合 
希望者 

(1～5 年目) 

９月２３日（水・祝） さようなら原発全国集会 １４：００ 代々木公園 希望者 

10 月 2 日（金） 第 2 回女性部委員会 １６：１５ 湘南教育会館 
女性部委員 

＋希望者 

10 月 5 日（月） 藤沢地域協議会 １６：１５ 湘南教育会館 分会長 

10 月６日（火） 鎌倉地域協議会 １６：３０ ろうきん大船支店 分会長 

10 月６日（火） 茅ヶ崎・寒川地域協議会 １６：１５ 寒川町民センター 分会長 

10月21日（水） 第２回青年委員会 １６：１５ 湘南教育会館 青年委員 

10月24日（土） かながわ教育フェスティバル １４：００ Web 分会 1 名 

11月12日（木） 湘南中央委員会 １６：１５ F プレイス 中央委員 


